
医療法人せいざん　青山病院　　　　　　　　　　 令和元年8月号

新しい職員のご紹介医療安全講習会を開催しました
                今年の四月から青山病院で働
                かせていただいています小田
　　　　　　　　望友です。
　　　　　　　　先日誕生日を迎え１９歳にな
　　　　　　　　りました。
　　　　　　　　好きな食べ物はトマト、オム
　　　　　　　　ライスとラーメン、お菓子は
　　　　　　　　グミが大好きです。
　　　　　　　　苦手な食べ物は梅干しと茄子、
　　　　　　　　どんぶり系が苦手です。
　　　　　　　　趣味はゲーム、お絵描きです。
　　　　　　　　最近はバス通勤の為、バスの
中で読書をするのが日課になり読書をしながら
韓国系の曲を聴いています。
四月から働き始めて様々なことを学ばせて頂い
ています。
入浴の患者さんのストレッチャーでの移動方法
や入浴前の準備、入浴後の着替え、着用済みの
病衣のまとめ方など、夕方は、ゴミ捨て、休憩
室の掃除、下膳の方法、食器の処理など、仕事
を通し初めて気づくことがたくさんあります。
まだ患者さんの車椅子移動や食膳は出来ません
が少しでも早く出来るように努力していきたい
と思います。
これから仕事でご迷惑をお掛けしますが早く仕
事に慣れるように頑張っていきたいので宜しく
お願いします。
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季節の風景診療案内　　
月曜日～金曜日　午前：９時～１２時　午後：４時～６時　
土曜日　　　　　午前：９時～１２時　午後：休診
休診日：日曜・祝日・年末年始（12月31日～1月3日）・お盆（8月15日）

担当医　　　
月曜日　午前：青山　　午後：内科（交代制） 木曜日　午前：大村　午後：宮里
火曜日　午前：宮里　　午後：大村　　　　 　金曜日　午前：宮里　
水曜日　午前：大村　　午後：腎臓内科               午後：脳神経内科(石橋)　 
　　　　　　　　　　　　　（細川・森本）　 土曜日　午前：内科（交代制）
　　　　　　　　　　　　　　　 

盛夏　大崎下島
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当院では長期臥床患者も多く、透析室への移動や入浴の
移動など様々な場面でスライディングボードを使用して
います。
スライディングボードとはビニール性の大きな板状のも
ので体の下に敷くことで介護者は余計な力を使うことな
く患者を安全に移乗することができるものです。
日々の忙しい場面では、意思疎通の出来ない患者様に対
して「何をするために」「どのように」といったことを
明確に説明することなく「ストレッチャーにうつります
よ」の一言で移乗している事もあったと今回の勉強会で
改めて考え直す場となりました。
どの患者様にも不安や恐怖を感じさせないよう留意する
必要があると学びました。
又、不安や恐怖を与えないだけでなく安全・安楽に行う
ためのスライディングボードの差し込み方、保持する手
の位置や向き、患者の体位の工夫など根拠なくただ行う
のでなく、患者様はもちろん介護者自身の身体も守りつ
　　　　　　　　　　　　　　つ使用することの大切さ
　　　　　　　　　　　　　　を学ぶ場となりました。
　　　　　　　　　　　　　　今後看護を行う上で患者
　　　　　　　　　　　　　　様に忙しさを感じさせな
　　　　　　　　　　　　　　いような、丁寧な援助が
　　　　　　　　　　　　　　常に行えるよう関わって
　　　　　　　　　　　　　　いきたいと思います。
　　　　　　　　　　　　　　本館看護師　小田　有花


